
令和７年度　学校自己評価 四日市市立内部中学校

令和８年２月６日

①学校の教育活動は全体的に見て満足できる状態にある。

②先生は，分かりやすく、すすんで参加できる授業をしてくれている。
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おおむね昨年度と同様の教育活動を進めることができた。職員・生徒は昨年度とほぼ同じ結果に

なっており、様々な活動について昨年度より継続してきたことが結果に表れている。保護者につい

ても、継続してきたことが安心感につながり満足度の増加につながったと思われる。

職員の「十分」「おおむね十分」を合わせた割合は、昨年度と同様であるが、今年度は「十分」

を選んだ割合が昨年度の３倍となっており、それぞれの職員がわかりやすい授業・すすんで参加で

きる授業づくりを意識して取り組んだことで、保護者・生徒の満足度の増加につながったと思われ

る。



令和７年度　学校自己評価 四日市市立内部中学校

令和８年２月６日

③学校は，生徒会活動や委員会活動を通し、主体的に取り組む場を設けている。

④学校は，いじめや暴力のない学校づくりに取り組んでいる。

保護者・生徒ともに、９５％以上が主体的に取り組む場が設けられていたと評価している。職員

も、昨年度より上回り９０％以上が主体的に取り組む場を設けたという評価をしている。行事にお

ける生徒会や日々の委員会活など、生徒会を中心として全校生徒が関わって活動していることが高

評価につながっていると考えられる。
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職員の９５％以上が、十分またはおおむね十分取り組んでいると回答している。これは、職員それ

ぞれが日頃から道徳や人権教育、いじめアンケート、教育相談を通して、生徒との関係づくりと対話

に努め、いじめや暴力を許さない学校づくりに真摯に向き合った成果であると考えられる。今後も全

校をあげてひとりひとりに向き合い、早期発見と連携や対応を行っていく必要がある。
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令和８年２月６日

⑤学校は，豊かな心を持ち，命の大切さや人権を大切にする生徒を育てようとしている。

⑥学校は，生徒一人ひとりが，楽しい学校生活を送れるように努めている。
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職員の半数が「十分である」と回答し、「おおむね十分である」と合わせると９５％を超えてお

り、保護者・生徒も昨年度より増加している。今後も、家庭・地域と連携して情報共有をし、人権

感覚を磨いていけるよう、道徳や人権学習を中心とした教育活動全体を通じて、豊かな心を持ち、

命や人権を大切にする生徒を育てていきたい。
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全職員が一体となって取り組み、生徒一人ひとりに寄り添い、思いをしっかりと受けとめた結果、

生徒が楽しい学校生活を送ることができており、その姿を保護者も確認してもらえていると考えら

れる。今後も、困ったことが起こった際には、担任や学年の教員、部活動顧問、養護教諭などと連

携し、安心して学校生活を送ることができるよう進めていきたい。
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⑦学校は，生徒が健康で安全な生活を送れるような学校環境づくりに努めている。

⑧学校は，「朝の読書」や「補充学習」等で充実した時間を過ごさせている。

60.7%

40.7%

32.1%

55.6%

7.1%

3.7%

0.0%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R７

R６
職員

評価４

評価3
評価2
評価1

42.4%

31.7%

56.3%

58.0%

0.7%

8.5%

0.7%

1.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R７

R６

保護者
評価４

評価3
評価2
評価1

61.7%

57.3%

35.0%

35.6%

3.0%

5.5%

0.3%

1.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R７

R６

生徒
評価４

評価3
評価2
評価1

生徒は、昨年とほぼ同等の結果であるが、保護者・職員は、「朝の読書」や「マイスタ」が定着

し、充実した時間を過ごさせていると回答している。しかし一部の生徒は、「マイスタ」の時間に

自己の取り組むべき学習内容を見いだせず、充実した時間となっていない生徒も見られ、そのこと

で「おおむね不十分である」と捉える職員もみられた。

職員の「十分である」「おおむね十分である」の回答は、昨年度よりやや減少したものの、保護

者・生徒ともに９５％を超え、様々な面で生徒が健康で安全な生活を送っていると認識されている。

熱中症対策として「暑さ指数（WBGT）」の基準を厳守し、迅速な対応を進めていきたい。
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令和８年２月６日

⑨学校は，部活動で適切な指導を行い、楽しいクラブづくりに努めている。

⑩学校は，将来に向けて夢や志を持つことの大切さや、自らの生き方（進路）を考えさせている。

職員・保護者・生徒ともに９０％以上が、「十分である」「おおむね十分である」と回答してい

る。部活動が任意となる中、ほとんどの生徒が部活動に加入し、積極的に活動できている。また、

外部指導員なども活用し、その競技における専門的な指導も受けられていることが評価されている

と考えられる。

職員の「十分である」「おおむね十分である」の割合はやや下がったものの、保護者・生徒の割

合は増加している。「志講演」や「職場体験学習」等のキャリア学習を通して、将来に向けた夢や

志を持つことの大切さを考えさせているが、保護者から「夢を持つことを前面に押す現在の教育方

法は、なかなか夢を持てない子どもには負担になっている。」という意見もみられた。

50.0%

33.3%

46.4%

51.9%

3.6%

14.8%

0.0%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R７

R６
職員

評価４

評価3

評価2

評価1

48.9%

37.3%

43.3%

46.4%

7.8%

14.1%

0.0%

2.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R７

R６

保護者
評価４

評価3

評価2

評価1

74.0%

69.3%

19.6%

22.4%

4.2%

5.5%

2.1%

2.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R７

R６

生徒
評価４

評価3
評価2
評価1

64.3%

37.0%

32.1%

63.0%

3.6%

0.0%

0.0%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R７

R６
職員

評価４

評価3
評価2
評価1

29.8%

20.4%

58.9%

54.2%

11.3%

23.7%

0.0%

1.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R７

R６

保護者
評価４

評価3
評価2
評価1

52.0%

46.3%

43.9%

44.8%

3.8%

7.3%

0.3%

1.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R７

R６

生徒
評価４

評価3
評価2
評価1


